
平成３１年度 人権教育の全体構想

新見市立新見第一中学校

教 育 目 標
日本国憲法 はつらつと心豊かにたくましく生きる力の育成 ・地域社会の実態
教育基本法 ・生徒の実態
人権教育及び人権 ・保護者の願い
啓発に関する法律

め ざ す 生 徒 像
○進んで学習し、深く考える生徒
○思いやりを持ち、共に生きようとする生徒
○心身を鍛え、何事も最後までやり抜く生徒
○はきはきとした受け答えができる生徒

人 権 教 育 の 重 点 目 標
○教科における基礎・基本の定着 ○知性・社会性の伸長
○感性と創意を生かす学級経営 ○一人ひとりの尊重と集団の規律の尊重

人権教育の指導方法
等の在り方について
第４次岡山県人権政 人権教育目標
策推進指針 １ 互いの人権を尊重し、お互いを認め合い、高め合う生徒を育成する。
第２次岡山県人権
教育推進プラン ２ 人権問題についての認識を深めるとともに、あらゆる差別を解消するよう取り組むこ

とのできる生徒を育成する。

人権教育のための ３ 自分を見つめ、自分に適した進路選択をし、希望する進路を実現しようとする態度を育
国連１０年に関す てるとともに、民主主義社会の実現をめざす生徒を育成する。
る国内行動計画

研究主題 一人ひとりの人権を尊重し、ともに高め合う生徒の育成

第一学年 身近な生活の中にある差別や矛盾に気づき、自ら考え、解決
していこうとする態度を育てる。 各学級ごとに

教 学 人権目標(ス 学
職 年 第二学年 同和問題をはじめとする人権にかかわる問題についての認識 ローガン)を
員 別 を深め、一人ひとりの願いや仲間とともに解決していく実践的 作成し、実践 校
研 目 態度を育てる。 させる。
修 標 間
の 第三学年 社会生活の中にある不合理に気付き、差別を許さない民主的
充 な社会を築いていこうとする実践力を育てる。 連
実

携

b 教科・道徳・特別活動・総合的な学習の時間 等

自他の人権を守ろうとする意識・意欲・態度 個性や能力の伸長

知 的 理 解 の 深 化 と 人 権 感 覚 の 育 成 自立支援
○日常生活の中に生かすことのできる人権意識を高め、人権問題を主 ○ 生徒一人ひとりの人権が保障され、将来社会において自己
体的に解決していくことのできる力の育成 実現できる力の育成
○互いの人権を尊重する上で基盤となる人権感覚・豊かな感性、実践 ○ 一人ひとりを大切にする教育の視点から、人権問題にかかわ
的な態度の育成 り教育上配慮を必要とする生徒たちの基礎学力や基本的生活習
○個別の問題についての理解と認識を深め、それを他の問題と関連さ 慣など基本的な能力・態度の育成
せてとらえようとするものの見方、考え方の育成

人 権 を 尊 重 す る 環 境 づ く り
学級等での日常生活の取組や地域での様々な人々との豊かなかかわりを通して、自尊感情をはぐくみ、自己理解やコミュニケーショ

ン能力の育成
学級や校内における身近な人権課題への取組を通して、一人ひとりの人権意識の高揚と、仲間としての連帯感や規範意識、自他を尊

重する態度を育成

家 庭 ・ 地 域 と の 連 携 関係諸機関・ＮＰＯ等との連携

・家庭や地域との連携を図り、人権教育の充実に努める ・人権に関する関係諸機関との
（ＰＴＡ人権教育研修会等） 連携や協力体制を強化する



平成３１年度 人権教育指導計画

新見市立新見第一中学校

１ 基本方針

憲法・教育基本法に基づいて、生命の尊厳を認識し、基本的人権を尊重し、人権教育

を正しく理解するとともに、差別をなくして民主的な人間関係をつくりあげていこうと

する能力を育てる。

２ 指導の方策

（１）指導体制の確立と強化

全職員が人権教育に対する理解と認識を深めながら、あらゆる活動を通して、あら

ゆる差別の解消をめざし、共通理解のもとに、年間指導計画に基づき、継続的・系統

的な実践活動の充実を図る。

（２）学力向上と進路の保障

各教科の指導にあたっては、人権教育のねらいが十分に達成されるように授業を創

造し、生徒の学力の向上に努める。

（３）人権意識の高揚と学級集団づくり

忘れられたり、取り残されたりする生徒がいないような学級集団づくりをめざし、

生活の中で互いに人権を大切に守り育てる。また、身近でおこる矛盾や不合理を自分

達の問題としてとらえ、解決していこうとする集団づくりを目指す。

（４）地域との連携

家庭や地域との連携を深め、一層の相互理解を図る。

３ 教育課程への位置づけ

○教科・道徳・特別活動の中に明確に位置づけて指導する。

○各教科・領域において、それぞれの目標や内容を人権教育の視点から検討し、年間計

画に位置づける。

（１）教 科

① 各教科の目標を達成することが学力を保障することであり、さらに、差別に対す

る科学的な認識を高める基盤となるという観点から、全ての教科の指導の向上を図

る。

② 一人ひとりの生徒の全面発達を保障するために、全ての教科でわかる授業を工夫

する。

③ 意欲のない生徒、つまづきのある生徒には継続的な個別学習を行う。

④ 社会科を中心に、人権や差別に対する正しい認識を養い、差別を許さない態度を

身につけさせる。



（２）道 徳

① 人権尊重の精神を基盤とした、生命・人権・真実・集団・勤労などに関する適切

な資料をあて、ねらいを達成する。

② 人権の侵害問題をしっかり認識して指導する。

（３）特別活動

① 個人や集団の問題を、筋道をたてて解決できるようにする。 【学級活動】

（学級集団を充実し、学級の諸問題を解決する能力を育成する。）

② 学習に遅れている生徒、人間関係のうまくいかない生徒、地域や家庭で疎外され

ている生徒を中心に置いた学級づくりをする。 【班づくり】

③ 学校生活の改善と向上をめざし、生徒会活動を活発にする。 【学年集会】

（自主的な委員会活動をめざし、活性化を図る。）

④ 将来の進路を自ら決定できる力を身につけさせ、生徒の未来を保障していく。

【キャリア学習】

⑤ 生徒自らが魅力を感じるような課題を設定し、課題解決に向かう探究学習を行う。

【総合的な学習】

⑥ 進んで働き、勤労の意義を認識し、正しい勤労観を身につけさせる。

【清掃活動・職業体験学習】

４ 研修計画

（１）全職員を対象にした研修会

○道徳校内研究授業

○人権教育校内研修

（２）ＰＴＡ人権教育研修会参観授業

○指導案検討とフィルムフォーラム

○人権教育講演

○社会教育主事指導による参加型人権学習

（３）新任者へ本校人権教育の概要説明

（４）人権学習の充実

○人権週間での取り組み

（人権標語、人権アンケート、人権講演会・人権集会、人権スローガン等 ）

○社会科における教科書記述の学習


